
平成２８年度「市が提示したテーマ」共働対象事業シート 

（環境局） 

テーマ いきものが生まれ育つ博多湾を保全・再生・育成する市民活動推進事業 

＜背景＞ 

 博多湾は，福岡市の自然の豊かさを都心部においても身近に感じることができる場であるととも

に，港湾や漁業，レジャーの場など多様な分野において利用され恩恵をもたらしている。このような

市民の貴重な財産である博多湾について，市民向けの講座等は実施しているものの，単発の現場体験

や座学のみの場合が多く，市民が自主的・自発的な活動を始めるために十分であるとは言えない。そ

のため，市民等が博多湾の保全や再生に継続的に取り組み，環境活動についてのアドバイスや情報を

得ることができる場づくりや機会づくりを推進する必要がある。 

＜これまで実施してきた市の取り組み＞ 

 保健環境研究所１階の「まもるーむ福岡」において，保健衛生・環境問題などについて知識と理解

を深める展示や体験コーナーなどがある。また，小学生向けの理科実験のほかに大人も対象とした時

事的話題を取り上げた特別講座を土曜日に実施している。 

＜現状・課題＞ 

 特別講座 ･･･小学生から大人までを対象とした内容で，時事的なものを取り上げ専門の外部講師な

どによる特別講座を実施している。 

「まもるーむ福岡」は，その機能について再構築中であることや博多湾の人工海浜に隣接する地行

浜に立地していることから，人工海浜なども利用して博多湾がより身近に感じられる特色のある講

座の開催が望まれる。 

＜共働により期待する効果＞ 

・経験豊富な専門家を多く有するＮＰＯが市民感覚に沿った事業を実施することで，博多湾の重要性

や今後の自主的・自発的な環境保全活動について関心のある市民のニーズに応えられる体験型の講座

を開催できる。 

・「まもるーむ福岡」の地理的条件を生かして，まもるーむと人工海浜を一体的に利用し，体験学習

や博多湾の環境保全をテーマにしたより実践的な活動に結びつく講演会などの開催を効率的，効果的

に実現できる。まもるーむ福岡がＮＰＯの交流の場となる。 

＜共働事業でＮＰＯに求める役割・業務＞ 

①項目 
■企画の検討      □ 広報 
■関係機関との調整   ■ 事業の実施 
□会場の提供      □ 備品の提供 
□ その他（          ） 

②具体的内容 

 専門性のある講座等の企画及び実施，関係
団体や大学などとの連絡調整 

＜共働事業で市が担う役割・業務＞ 

①項目 
□企画の検討      ■ 広報 
□関係機関との調整   □ 事業の実施 
■会場の提供      ■ 備品の提供 
□ その他（          ） 

②具体的内容 

 受講者の効果的な募集，市政だよりや市Ｈ
Ｐを活用した広報ＰＲ，報道各社（市政記者
クラブ）への情報提供，保健環境研究所及び
市関連施設の会場提供等 

＜将来的に目指すべき方向性・共同事業終了後の展望＞ 

 地域で環境保全活動を主体的・自発的に取り組む市民等が増加する。 

まもるーむ福岡が環境保全・再生・育成する活動を実施するＮＰＯの交流の場となるとともに情報

集積・発信することで，持続的に環境活動を支援する場となる。 

平成 28 年度市予算額 
（既存事業のみ） 

          千円 

市所管課 
環境局保健環境研究所保健環境管理課 担当：藤井，野見山  

TEL092-831-0660 FAX092-831-0726 ﾒｰﾙ hokanken.EB@city.fukuoka.lg.jp 

事業に関連のある局課 環境局保健環境研究所環境科学課（上尾） 

（様式１） 

mailto:%EF%BE%92%EF%BD%B0%EF%BE%99hokanken.EB@city.fukuoka.lg.jp



